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ＩＥ終了に伴う対応について 
 

 

６月１５日に Internet Explorerのサポートが終了する事に伴い、必要となる対応について説明します。 

一言で言いますと、「フォルダ参照」でフォルダを開いて、コピーペーストでファイルを格納する機能が 

使用できなくなるという事です。それに対する KEMPOSでの対応をまとめたものです。 

 

対策が必要なお客様と発生する問題 

 

・対応が必要なお客様 

KEMPOS の包袋管理をお使いで、かつ「フォルダ参照」をご使用していて、フォルダ参照からエクスプローラ

ーでフォルダを開いてファイルの格納を行っているお客様 

 

・発生する問題 

 出願台帳から「包袋呼出」のボタンを押しますと、ブラウザで HTMLファイルを開きます。 

 IEではページの「フォルダ参照」ボタンを押しますと、エクプローラでフォルダが開き、コピーペースト 

 でファイルを格納できます。フォルダ参照ボタンで開くフォルダの具体的な名前は「フリー参照」です。 

これは IE独自の機能で、他のブラウザにはありません。 

 したがって、この方式でフォルダにファイルを格納する事ができなくなります。 

 

 

（１）IEが終了する事に伴い起こる問題 

 

①IEの場合 

・ファイルの格納可能 

 

②IE以外(Edge)の場合 

・ファイルの格納不可 

 

（２）KEMPOSでの対応 

 ２つの方法を用意しました。 

 

① 出願台帳に新たに「フォルダ」というボタンを設けて、このボタンによりエクスプローラーでフォルダを開き、

従来と同じ方法でファイルの格納を行います。ソフト（kmp特許）をお送り頂いて、修正の上返送する方式で

対応可能です。費用は 3万円+税となります。この機能は次回バージョンアップに含む予定ですので、今回お

申込頂いたユーザー様は次回バージョンアップを 1万円引きとさせて頂きます。 

 

②IIS（ウェブサーバー）を使用してフリー参照の閲覧とファイルのアップロードを行います。 

 作業としては、IISへのアプリの登録といった作業が必要になります。 

 今まで、IISを使用していなかった場合、新たにインストールが必要になります。 

 作業内容はお客様毎に異なるものとなりますので、費用は個別にお見積りさせていただきます。 

 

 もう一つ、従来の方法（file:プロトコル）でフリー参照フォルダを開いた場合、親フォルダへの移動も 

可能となっています。それが、セキュリティ上好ましくない場合には、この方法のように http:プロトコルで

開く方式に切り替える必要があります。 

参考 Url: https://jpdsi.github.io/blog/internet-explorer-microsoft-edge/FileProtocol/ 

 

  

https://jpdsi.github.io/blog/internet-explorer-microsoft-edge/FileProtocol/


 

（１）IEが終了する事に伴い起こる問題 

 

①IEで開いた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・フォルダ参照でエクスプローラーが開きます。 

  フォルダに対してコピーペースト等でファイルの格納が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・保存されているファイル、例えば「フリー参照フォルダの対応について.docx」を開くことができます。 

  ダブルクリックすることでワードが起動してファイルが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

②Edgeで開いた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・エクスプローラーでなく file:プロトコルで開きます。 

  ファイルの格納はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・保存されているファイル、例えば「フリー参照フォルダの対応について.docx」を開くことはできます。 

  ただし、一旦ダウンロードして開く形式となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

（２）KEMPOSでの対応 

 ２つの方法を用意しました。 

 

① 出願台帳に新たに「フォルダ」というボタンを設けて、このボタンでエクスプローラーでフォルダを開い

て従来と同じ方法でファイルの格納を行います。ソフト（kmp特許）をお送り頂いて、修正の上返送する方

式で対応可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「フォルダ」ボタンを押す事でエクスプローラーでフォルダを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

②IIS（ウェブサーバー）を使用してフリー参照の閲覧とファイルのアップロードを行います。 

 作業としては、IISへのアプリの登録といった作業が必要になります。 

 今まで、IISを使用していなかった場合、新たにインストールが必要になります。 

 作業内容はお客様毎に異なるものとなりますので、費用は個別にお見積りさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「フォルダ参照」をクリックすると IISで http:プロトコルでフリー参照を開きます。 

  ファイルの格納は「UPLOAD」ボタン、削除は「DELETE」で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・フリー参照へのアップロード画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アップロード先を選択します。 

 新 Folderを指定しますと、親の下にフォルダを作成し、そこへアップロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・「ファイルの選択」でフォルダを開いて「IE終了に伴う対応について_220518改 3.docx」を選択した状態 

 の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アップロード終了後の画面です。 

 「フリー参照\2020-0122\Test1」フォルダに「IE終了に伴う対応について_220518改 3.docx」が 

アップロードされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「LINK」ボタンでダウンロードされます。ダウンロード後に開く事ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・「DELETE」で包袋削除画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・包袋削除画面です。対象を選択して「一括削除」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・削除対象を選択します。ここでは 9,10を選択しています。 

 選択したら「一括削除」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「一括削除」ボタンを押すと、以下のメッセージが表示されます。 

 「OK」で削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・削除終了後の画面です。9,10 が削除されています。 

 ファイルも実際に削除されています。復元はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・包袋照会の最初に戻ったところです。 

 削除したファイルが消えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


